
　北杜市商工会では昨年度、国の「小規模事業者地域力活用新事業

全国展開支援事業」の採択決定を受けて、「食文化体験」を新たな観光

特産とするための調査研究を行った。

　その中で企業研修といった新たな需要の掘り起しを行い、「食文化

体験旅行（ガストロノミー・ツーリズム）」の実用性について、都内に

ある大手企業などからモニターツアーへの参加者を募り、地域事業

者と一体となって新たなツーリズム計画の策定に向け意見交換等を

図った。　　　　　　　　　　　　　（詳細記事は８ページに記載）

機関紙「商工会やまなし」は、地域で頑張る経営者の
皆様を応援していきます

食文化体験による企業研修の誘致
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商工会連合会通常総会開催
新役員紹介
県青連・県女連通常総会
新役員紹介
新規発達支援計画認定商工会紹介
専門家派遣制度
一歩夢向うへ　㈱三幸
省エネ地域相談プラットフォーム事業
軽減税率対策補助金制度
中小企業景況調査
労働局・県弁護士会からのお知らせ
商工会なう
しあわせ調査員のクチコミ情報

食
文
化
体
験
の

　
　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー



〜
県
青
連
・
県
女
性
連
よ
り
新
た
に
２
名
が
理
事
に
選
任
〜

商
工
会
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

　

会
員
企
業
の
持
続
的
発
展
に
繋
げ
る

第 ５８回
通常総会

共済事業優良商工会等表彰
●商工貯蓄共済
　⑴推進功労部会等表彰
　　機械金属工業部会（都留市商工会）
　　商業部会（昭和町商工会）　　
●全国商工会会員福祉共済
　⑴実績優良商工会表彰
　　都留市商工会　韮崎市商工会　南アルプス市商工会
　　北杜市商工会　甲斐市商工会　笛吹市商工会
　　上野原市商工会　身延町商工会　富士川町商工会
　　昭和町商工会
　⑵医療保障特約 実績優良商工会表彰
　　【加入率の部】丹波山村商工会
　　【純増件数の部】南アルプス市商工会　笛吹市商工会
　⑶推進功労者表彰
　　櫻本進（南アルプス市商工会）　功刀千斗夫（甲斐市商工会）
　　　山下安廣（笛吹市商工会）　市川公三（上野原市商工会）
　⑷推進功労部会等表彰
　　共済推進委員会（都留市商工会）　　　　製造業部会（韮崎市商工会）
　　　共済推進委員会（南アルプス市商工会）　高根大泉支部（北杜市商工会）
　　　共済推進委員会（甲斐市商工会）　　　　一宮地区（笛吹市商工会）
　　　 共済等加入促進特別委員会（上野原市商工会）　下部旅館振興協同組合女将会（身延町商工会）
　　　 女性部（富士川町商工会）　　　　　　　工業部会（昭和町商工会）
●自動車共済
　⑴優良商工会表彰
　　・基準値達成商工会
　　　大月市商工会　北杜市商工会　早川町商工会
　　　南部町商工会　西桂町商工会　丹波山村商工会
　　・純増商工会
　　　山梨市商工会　甲斐市商工会　笛吹市商工会
　　　甲州市商工会　昭和町商工会

モデル工場認定事業（敬称略）
【モデル工場認定証交付】
〈更新認定〉株式会社　ユーキ（大月市商工会）

（敬称略・建制順）（敬称略・建制順）

栄えある表彰者

　

５
月
29
日
、
商
工
会
連
合
会
の
第
58
回

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
の
事

業
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
役
員
の
補
充
選

任
を
行
っ
た
。

　

若
林
一
紀
副
知
事
を
は
じ
め
、
多
く
の
来

賓
や
各
商
工
会
の
役
職
員
が
出
席
し
、
総
勢

１
５
０
名
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

中
村
会
長
は
挨
拶
で
、
平
成
30
年
度
は
、

県
連
中
期
計
画
の
1
年
目
と
し
て
「
商
工

会
の
組
織
・
体
制
整
備
に
対
す
る
支
援
」「
商

工
会
の
実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
支
援
」
に

尽
力
し
た
。
ま
た
「
県
連
の
組
織
改
革
、
財

政
健
全
化
」
に
も
取
り
組
み
、
各
商
工
会
に

も
協
力
い
た
だ
い
た
事
に
つ
い
て
感
謝
の

意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
本
年
度
も
全
て
の
商
工
会
の
支

援
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、
会
員
企
業
の
持

続
的
発
展
に
向
け
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

や
各
種
事
業
へ
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
の
解
消
、
人
材
育
成
に
も
注
力

し
て
い
く
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
を
卒
業
し
、
事
業
経
験
を

順
調
に
重
ね
、
意
欲
に
溢
れ
て
い
る
壮
年
世

代
の
方
々
に
地
域
経
済
や
商
工
会
活
動
の

活
性
化
に
向
け
て
、
そ
の
力
を
発
揮
し
て
も

ら
う
為
、
壮
青
年
部
を
設
立
し
新
た
な
飛
躍

を
目
指
し
た
い
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
各
種
共
済
事
業
の
実
績
優
良
商

工
会
、
推
進
功
労
者
、
部
会
等
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
。ま
た
、県
連
モ
デ
ル
工
場
に
㈱
ユ
ー

キ
（
大
月
市
商
工
会
）
が
更
新
認
定
さ
れ
、

認
定
証
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
若
林
副
知
事
ら
３
名
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な

発
展
に
向
け
て
、
商
工
会
に
期
待
す
る
言
葉

が
寄
せ
ら
れ
た
。

挨拶する中村県連会長

祝辞を述べる若林副知事

受賞された功刀さん受賞された㈱ユーキ取締役専務の小泉さん

宮
下
　
正

平
塚
　
明
美

県
青
連
会
長

理
事

県
女
性
連
会
長

理
事

県
連
新
役
員
の
紹
介

（
河
口
湖
商
工
会
）

（
甲
州
市
商
工
会
）

（
敬
称
略
）

　

議
事
で
は
、
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
補
充
選
任
が
行
わ
れ
、
県

青
連
、
県
女
性
連
の
役
員
の
改
選
に
伴
い
、

新
た
に
次
の
２
名
が
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。
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新役員の顔ぶれ（左から）　舩木副会長、小笠原副会長、宮下会長、望月副会長、小林副会長

新役員の顔ぶれ（左から）　中込副会長、雨宮副会長、平塚会長、若月副会長、佐藤副会長

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

 
融
合
し
て
、
地
域
に
活
力
を
！！！！！

 

〜
県
青
連
・
県
女
性
連
総
会
開
催
〜

令和元年５月３１日発行 第３０１号 平成15年7月14日第三種郵便物認可

3

　

青
年
部
活
動
は
、
学
び
と
気
づ
き
の
場

で
あ
り
、
成
長
の
場
で
あ
る
と
思
っ
て
お

　

23
商
工
会
女
性
部
の
繋
が
り
を
深
め
、

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
組
織
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
和
の
心
を
持
ち
、

一
つ
と
な
っ
て
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

で
地
域
に
活
力
を
与
え
な
が
ら
、
魅
力
あ

る
女
性
部
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
青
連

　

宮
下
　

 

正  

会
長

県
女
性
連

　

平
塚 

明
美  

会
長

県
青
連  

〜
今
期
の
抱
負
〜

県
女
性
連  

〜
今
期
の
抱
負
〜

　

５
月
８
日
、
昭
和
町
「
ア
ピ
オ
甲
府
」

に
お
い
て
青
年
部
連
合
会
、
５
月
10
日
、

甲
府
市
「
総
合
市
民
会
館
」
に
お
い
て
女

性
部
連
合
会
の
第
47
回
通
常
総
会
が
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。
各
総
会
と
も
に
、
平

成
30
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
承

認
さ
れ
、
新
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

も
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が

行
わ
れ
県
青
連
会
長
に
は
、宮
下
正
氏（
河

口
湖
）
が
新
た
に
就
任
し
、
県
女
性
連
会

長
に
は
、
平
塚
明
美
氏
（
甲
州
市
）
が
新

た
に
就
任
し
た
。

　

今
後
は
、
新
体
制
に
よ
り
各
種
事
業
を

展
開
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
た
牽

引
役
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

■県青連 新役員

役　職 氏　　　名 商工会名

会　長 宮　下　　　正 河　口　湖

副会長

小　林　正　樹 山　梨　市

望　月　大　輔 早　川　町

小笠原　総　一 中　央　市

舩　木　　　穣 小　菅　村

理　事

廣　瀬　秀　仁 甲　州　市

望　月　健太郎 南　部　町

村　松　和　彦 市川三郷町

鈴　木　英　和 韮　崎　市

佐々木　　　衛 北　杜　市

三　木　雄　太 大　月　市

杉　本　正　人 道　志　村

原　田　　　厚 上 野 原 市

■県女性連 新役員

役　職 氏　　　名 商工会名

会　長 平　塚　明　美 甲　州　市

副会長

雨　宮　千鶴子 笛　吹　市

中　込　真知子 富 士 川町

若　月　英　子 甲　斐　市

佐　藤　ひで子 上 野 原 市

理 事

小　林　富美子 山　梨　市

鈴　木　保　子 身　延　町

遠　藤　洋　子 南　部　町

跡　部　恵　美 北　杜　市

有　田　まゆみ 中　央　市

山　口　かおる 道　志　村

梶　原　みほ子 河　口　湖

古　家　芳　美 小　菅　村

り
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部
員
一
人
ひ
と
り

が
先
生
で
あ
り
、
生
徒
で
あ
り
ま
す
。
仲

間
同
士
が
刺
激
し
合
い
、
各
々
の
個
性
が

融
合
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
な
青
年
部
を
目
指
し
て
、
力
の

限
り
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



これまでの県内商工会の認定状況

県
内
８
商
工
会
の
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
が
認
定

消
費
税
改
正
に
円
滑
に
対
応
、
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す

〜
小
規
模
事
業
者
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す　

〜

　

去
る
平
成
31
年
３
月
26
日
に
、国
に
よ
る

第
六
回
の
経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
結

果
が
発
表
さ
れ
、
県
内
商
工
会
か
ら
新
た
に

８
商
工
会
が
認
定
を
受
け
た
。

甲
州
市
商
工
会
、
中
央
市
商
工
会
、
南

部
町
商
工
会
、
富
士
川
町
商
工
会
、
道

志
村
商
工
会
、
西
桂
町
商
工
会
、
小
菅

村
商
工
会
、
丹
波
山
村
商
工
会

　

こ
れ
で
、
県
内
で
は
計
22
の
商
工
会
が
認

定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
年
間
計
画
に
沿
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
と
は
、
平

成
26
年
に
改
正
さ
れ
た
小
規
模
事
業
者
支

援
法
の
中
で
、
商
工
会
が
管
内
の
小
規
模
事

業
者
支
援
の
た
め
に
実
施
す
る
「
経
営
発

達
支
援
事
業
」
を
法
的
に
位
置
づ
け
、「
経
営

発
達
支
援
計
画
」
を
国
が
認
定
す
る
制
度

を
新
設
し
た
も
の
で
、
認
定
を
受
け
た
商
工

会
は
、
よ
り
一
層
の
伴
走
型
の
支
援
が
期
待

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
認
定
を
受
け
た
商
工
会
は
、「
伴

走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
補
助

金
」
が
措
置
さ
れ
、
計
画
の
実
行
に
向
け
、

経
営
計
画
の
策
定
支
援
や
販
路
開
拓
の
た

　

い
よ
い
よ
本
年
の
10
月
１
日
よ
り
、
消

費
税
率
10
％
へ
引
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
と
同

時
に
「
軽
減
税
率
制
度
」
が
導
入
さ
れ
る
。

め
の
支
援
（
商
談
会
・
展
示
会
へ
の
出
店
支

援
な
ど
）
を
行
う
と
と
も
に
、
毎
年
度
事
業

の
評
価
・
見
直
し
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な

が
ら
着
実
な
計
画
実
行
を
行
っ
て
い
く
。

　

今
後
も
商
工
会
連
合
会
で
は
、
県
内
全

て
の
商
工
会
の
支
援
計
画
認
定
を
目
指
し
、

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
く
。

 甲州市、中央市、南部町、富士川町

 道志村、西桂町、小菅村、丹波山村

 大月市、北杜市、早川町

山梨市、韮崎市、南アルプス市、

 甲斐市、笛吹市、上野原市、身延町

 市川三郷町、南都留中部、河口湖

昭和町

第６回 （８）

第５回 （３）

第４回 （１０）

第３回 （１）

２０１９年１０月１日より、消費税率が１０％に引き上げられるのと同時に
軽減税率制度がスタートします！

転嫁対策や軽減税率制度の準備はお済みですか？

□ 取扱商品や仕入れ（経費）の適用税率を確認した

□ 影響の生じる事務の確認および業務手順を見直した

□ 税率ごとの帳簿・請求書等の記載・保存方法を理解し、準備をした

□ 税率ごとに税額計算をすることができる

□ 複数税率対応の　　　レジやシステムの改修・入れ替えは完了している

消費税に関するご相談・お悩みは

近くの商工会へ！

※□をレ (チェック )してみてね
ご存知ですか？ 専門家派遣制度
□ 複数税率対応の　　　レジやシステムの改修・入れ替えは完了している

□ 税率ごとの帳簿・請求書等の記載・保存方法を理解し、準備をした

□ 複数税率対応の　　　レジやシステムの改修・入れ替えは完了している

〜
小
規
模
事
業
者
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す　

〜

〜
小
規
模
事
業
者
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す　

〜

〜
小
規
模
事
業
者
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す　

〜

〜
小
規
模
事
業
者
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す　

〜
！

〜
小
規
模
事
業
者
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す　

〜

〜
小
規
模
事
業
者
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す　

〜
！！

　

軽
減
税
率
対
象
品
目
の
税
率
は
８
％
と

な
り
、
消
費
税
率
が
２
つ
に
な
る
た
め
、

事
業
者
の
皆
さ
ま
は
、
毎
日
の
仕
事
の
中

で
新
し
い
作
業
や
確
認
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
一
時
的
な
消
費
の
低
迷
が
予
想

さ
れ
、
経
営
に
対
し
て
様
々
な
影
響
が
及

ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

商
工
会
連
合
会
で
は
、
こ
の
消
費
税
改

正
に
円
滑
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
本
年

度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、「
中
小
企
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ア
ド
バ
イ
サ
ー
」
を
設
置
し
、

各
種
相
談
に
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
県
内
各
商
工
会
に
お
い
て
も
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
、
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
や
軽
減
税
率
導
入
に
向
け
て
万

全
の
対
策
が
で
き
る
よ
う
、
早
め
の
準
備

を
講
じ
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、

事
業
計
画
の
策
定
等
、
様
々
な
経
営
課
題

の
解
決
を
図
る
た
め
に
専
門
家
等
を
直
接

派
遣
し
て
具
体
的
な
指
導
・
助
言
を
行
う

『
専
門
家
派
遣
制
度
』
を
実
施
し
て
い
る
。

　

専
門
家
派
遣
に
係
る
費
用
は
無
料

　

（
派
遣
回
数
制
限
有
）

　

消
費
税
改
正
ま
で
４
ヶ
月
を
切
り
、
早

急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

問
合
せ
・
ご
相
談
は
最
寄
り
の
商
工
会
へ
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今
回
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
射
出
成
形
を
行
っ

て
い
る
㈱
三
幸
を
紹
介
す
る
。

　

主
力
商
品
で
あ
っ
た
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、コ
ピ
ー

機
、
自
動
車
部
品
等
の
製
造
拠
点
が
徐
々
に
海

外
へ
移
っ
て
い
く
中
、
拠
点
が
国
内
で
あ
る
の
プ

ラ
モ
デ
ル
製
造
が
主
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
モ
デ
ル
は
、
形
状
に
凹
凸
が
多
い
う
え

に
部
品
が
細
か
く
、
換
合
の
み
で
組
み
立
て
る

製
品
の
た
め
、
毎
回
が
挑
戦
で
あ
る
。

　

こ
の
多
品
目
少
量
か
つ
複
雑
な
形
状
の
た
め
、

同
業
者
は
不
良
率
が
高
く
、
採
算
が
合
わ
ず
手

を
引
く
中
、
技
術
力
で
信
頼
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

現
在
の
プ
ラ
モ
デ
ル
業
界
は
、
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
の
好
景
気
や
ア
ニ
メ
人
気
の
後
押
し
も
あ

り
輸
出
が
好
調
。
安
定
し
た
受
注
が
あ
り
、
こ
の

プ
ラ
モ
デ
ル
製
品
が
売
上
の
８
割
を
占
め
る
ま

で
に
成
長
し
た
。

　

織
物
業
か
ら
業
態
変
換
し
、
次
々
と
メ
イ
ン

の
製
品
が
移
り
か
わ
り
、
同
業
者
が
敬
遠
す
る

製
品
で
生
計
を
立
て
る
ま
で
に
は
、
二
つ
の
タ
ー

ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
「
こ
の
仕
事
が
生
き
る
道
」
と

信
じ
、
目
の
前
の
仕
事
に
専
念
す
る
事
。
愚
直
に

顧
客
の
声
に
応
え
続
け
て
き
た
技
術
の
構
築
が

あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
先
見
の
明
に
あ
る
。
プ
ラ
モ

デ
ル
製
品
の
受
注
に
は
当
時
主
流
だ
っ
た
油
圧

式
の
機
械
か
ら
安
定
し
た
品
質
が
可
能
な
電
動

式
に
積
極
的
に
更
新
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ

で
あ
る
。

　

そ
の
後
、

も
の
づ
く
り

補
助
金
を
こ

れ
ま
で
申
請

し
、
専
門
の

機
器
を
導
入

し
な
く
て
も

多
色
成
形
を

ひ
と
つ
の
金
型
で
行
え
な
い
か
と
工
夫
し
た
結

果
、
独
自
の
機
器
の
開
発
に
至
っ
た
。

　

常
に
「
な
ぜ
だ
ろ

う
？
」
と
感
じ
、
よ
り
よ

い
工
夫
を
す
る
こ
と
も

忘
れ
な
い
。

　

ま
た
、
持
続
化
補
助

金
の
取
組
も
行
う
。
商

工
会
の
チ
ラ
シ
が
目
に

留
ま
り
、
連
絡
を
し
た
。

商
工
会
の
支
援
を
受

け
、
無
事
採
択
と
な
る
。

〒４０９-０１１２　上野原市上野原８１５４-３９　
TEL ０５５４-６２-４２８８
http: / /www.kksanko.co . jp / 

㈱三幸

省
エ
ネ
に
関
す
る

　
様
々
な
相
談
が
で
き
ま
す

「ラクトル」を含む自社製品

電
動
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
「
ラ
ク

ト
ル
」
を
介
護
施
設
等
に
広
報
し
て
い
く
新
し

い
事
業
展
開
に
も
挑
戦
す
る
。

　

こ
の
支
援
で
自
分
の
考
え
て
い
た
こ
と
が
広

が
り
、
有
意
義
で
あ
っ
た
と
語
り
、
商
工
会
経
営

指
導
員
の
提
案
す
る
次
な
る
経
営
改
善
に
も
着

手
す
る
。

　

そ
れ
は
『
省
エ
ネ
地
域
相
談
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
』
で
あ
る
。

　

省
エ
ネ
に
向
け
、
事
業
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
状
況
を
把
握
し
、
使
用
方
法
を
分
析
し
、
改
善

提
案
を
行
い
実
施
し
て
い
く
事
業
で
あ
る
。
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ「
削
減
金

額
や
投
資
回
収
期
間
を
具
体
的
に
わ
か
り
や
す

く
試
算
さ
れ
、
導
入
し
や
す
か
っ
た
」
と
社
長
。

　

さ
ら
に
省
エ
ネ
補
助
金
を
申
請
し
、
採
択
を

受
け
さ
ら
に
投
資
回
収
期
間
を
短
く
で
き
た
。

「
補
助
金
採
択
も
う
れ
し
い
が
、
従
業
員
の
意
識

も
変
わ
り
、
従
業
員
一
丸
で
省
エ
ネ
に
取
組
み
、

試
算
よ
り
も

光
熱
費
削
減

が
で
き
て
い

る
。」
と
社
長

も
ご
満
悦
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
息

子
で
あ
る
後

継
者
と
一
緒

に
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
近
年
は
事
業
承
継
に

つ
い
て
も
準
備
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
繁
栄

は
継
続
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む

　
堅
実
な
経
営
の
中
に
ひ
か
る
技
術

　  

　
㈱
三
幸
　

　
　
　
代
表
取
締
役 

阿 

部 

幸 

造 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
原
市
商
工
会
）

　

「
成
功
の
秘
訣
な
ど
な
く
、
運
が
あ
っ
た
。」
と

社
長
は
謙
遜
す
る
が
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
先
を

見
る
セ
ン
ス
、
数
々
の
挑
戦
と
そ
の
準
備
を
み
る

と
、
運
を
つ
か
む
の
は
必
然
と
も
い
え
る
。

タッグで事業に挑む社長（右）と後継者（左）

省
エ
ネ
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
な
っ

て
専
門
家
を
派
遣
す
る
な
ど
様
々
な
支
援
を
行

い
ま
す
。
お
申
込
は
、
お
近
く
の
商
工
会
ま
で

省エネ地域相談プラットフォーム事業

中小企業・個人事業主

省エネについて
気軽に
相談したい

専門家に実践的で
効果の上がる

アドバイスを受けたい

省エネルギー相談　
　　　　地域プラットフォーム

省エネ
専門家

金融
機関 山梨県

中小
企業
診断士

商工会
（商工会連合会）

相 談

支 援

　

軽
減
税
率
対
象
品
目
の
税
率
は
８
％
と

な
り
、
消
費
税
率
が
２
つ
に
な
る
た
め
、

事
業
者
の
皆
さ
ま
は
、
毎
日
の
仕
事
の
中

で
新
し
い
作
業
や
確
認
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
一
時
的
な
消
費
の
低
迷
が
予
想

さ
れ
、
経
営
に
対
し
て
様
々
な
影
響
が
及

ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

商
工
会
連
合
会
で
は
、
こ
の
消
費
税
改

正
に
円
滑
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
本
年

度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、「
中
小
企
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ア
ド
バ
イ
サ
ー
」
を
設
置
し
、

各
種
相
談
に
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
県
内
各
商
工
会
に
お
い
て
も
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
、
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
や
軽
減
税
率
導
入
に
向
け
て
万

全
の
対
策
が
で
き
る
よ
う
、
早
め
の
準
備

を
講
じ
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、

事
業
計
画
の
策
定
等
、
様
々
な
経
営
課
題

の
解
決
を
図
る
た
め
に
専
門
家
等
を
直
接

派
遣
し
て
具
体
的
な
指
導
・
助
言
を
行
う

『
専
門
家
派
遣
制
度
』
を
実
施
し
て
い
る
。

　

専
門
家
派
遣
に
係
る
費
用
は
無
料

　

（
派
遣
回
数
制
限
有
）

　

消
費
税
改
正
ま
で
４
ヶ
月
を
切
り
、
早

急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

問
合
せ
・
ご
相
談
は
最
寄
り
の
商
工
会
へ

令和元年５月３１日発行 第３０１号 平成15年7月14日第三種郵便物認可

5



商工会会員のみなさまご連絡をお待ちしております！！

高齢者活躍人材確保育成事業
甲府市飯田三丁目３番 28号スカイハイツ１階
TEL（055）228-8383　FAX（055）228-8389公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会

高齢者にふさわしい臨時的、短期的、軽易な仕事を家庭・企業・
公共団体等から引き受け、会員に提供する公益法人です。
※詳しくは山梨県シルバー人材センター連合会までお問い合わせ
ください。

商工会会員のみなさまご連絡をお待ちしております！！
◎シルバー人材センターとは…

庭木の剪定、草刈り、屋内外清掃、家事援助、障子・ふすま
の張替え　等

◎こんなお仕事をしています

（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）

（公社）甲府市シルバー人材センター　☎０５５－２２２－９４８８

（公社）東部広域シルバー人材センター　☎０５５４－２２－２９００

（公社）東山梨地区広域シルバー人材センター　☎０５５３－３２－４１１０

（公社）富士五湖広域シルバー人材センター　☎０５５５－２２－９２４１

（公社）峡北広域シルバー人材センター　☎０５５１－２５－６３００
（公社）峡南広域シルバー人材センター　☎０５５６－２２－８７０１
（公社）峡中広域シルバー人材センター　☎０５５－２７９－６６２６
（公社）南アルプス市シルバー人材センター　☎０５５－２８２－６６３３
（公社）笛吹市シルバー人材センター　☎０５５－２２５－６７０３

☎０５５－２２２－９４８８
☎０５５４－２２－２９００
☎０５５３－３２－４１１０
☎０５５５－２２－９２４１
☎０５５１－２５－６３００
☎０５５６－２２－８７０１
☎０５５－２７９－６６２６
☎０５５－２８２－６６３３
☎０５５－２２５－６７０３

甲府市シルバー人材センター
東部広域シルバー人材センター
東山梨地区広域シルバー人材センター
富士五湖広域シルバー人材センター
峡北広域シルバー人材センター
峡南広域シルバー人材センター
峡中広域シルバー人材センター
南アルプス市シルバー人材センター
笛吹市シルバー人材センター

検 索

本店（甲府）：〒４００-００３５　山梨県甲府市飯田２-２-１
　　　　　　　　　TEL 055-235-9700
富士吉田支店：〒４０３-０００４　富士吉田市下吉田2-31-14 
　　　　　　　　　　TEL 0555-22-0992

山梨県信用保証協会は、皆さまに支えられ創立７０周年を迎えました。
当協会は新元号元年５月に創立７０周年を迎えました。
これからも、県内中小企業・小規模事業者の総合的な支援機関としての役割を果たすよう
努力してまいります。
今後とも、変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

山梨県信用保証協会 検 索
山梨県信用保証協会

フリーダイヤル 0120-970-260

山梨を支える企業とともに

消費税の軽減税率制度開始とレジ補助金期限である

2019年１０月が迫ってきました！！
レジや受発注システムを導入・改修する方への国の補助制度があります。

１.軽減税率対応レジの導入・改修の支援

●軽減税率対応レジの導入等支援
●受発注システムの改修等支援

●請求書管理システムの改修等支援

□今使っているレジが複数税率に対応しているかレジメー　
　カー等に確認する。
□２０１９年９月３０日までに導入・改修、支払い完了し、　
　２０１９年１２月１６日までに補助金を申請する。

□システムの改修・入替の必要性についてシステムベンダー
　等に確認する。
□補助金の交付申請は原則代理申請となる。

ポイントチェックしよう！

お問い合わせは以下の番号（※）まで

ポイントチェックしよう！

２.受発注・請求書管理システムの改修等の支援

対 象 者

補 助 率

補助上限

完了期限

対 象 者

補 助 率
補助上限
完了期限

対 象 者

補 助 率
補助上限
完了期限

：軽減税率の対象商品の販売を行っている中小の小売事業者等
：原則３/４
　なお、３万円未満のレジ購入の場合４/５
：レジ１台あたり２０万円、券売機１台あたり２０万円。
　なお、商品マスタの設定等が必要な場合にはプラス２０万
円で上限４０万円
　１事業者あたり上限２００万円
：２０１９年９月３０日まで

：軽減税率制度の導入に伴い電子的に受発注を行うシステム
の改修等を行う必要がある中小の小売事業者、卸売事業者
：原則３/４
：１０００万円（発注システム）１５０万円（受注システム）
：２０１９年９月３０日まで
　システム会社に改修を依頼する場合は、２０１９年６月
２８日までに事前申請が必要

：軽減税率制度の導入に伴い請求書管理システム（※）の改
修等を行う必要がある中小の卸売事業者、製造事業者等
　（※区分記載請求書等保存方式に対応した請求書の発行を行うシステム）
：原則３/４
：１５０万円
：２０１９年９月３０日まで

             補助金の詳細は以下のURLをご覧ください。
                  http://kzt-hojo.jp/

QRコードは
こちら→

0120-398-111（通話料無料）
※独立行政法人中小企業基盤整備機構が設置する軽減税率対策補助金事務局になります。
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中小企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇

上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-29.7-32.4

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売

業、サービス業の４業種１６４社を対象に、売上額や資金繰

りなど前年同期や前期と比較しての状況や直面している経営

上の問題点など会員事業所の景気動向を把握するために四半

期ごとに調査し、集計値をＤＩ(※)で表している。

＝ 平成3１年１月～３月期 ＝
○製造業の業況ＤＩは、前期マイナス29.7からマイナス37.8と
下降した。

○建設業の業況ＤＩは、前期マイナス8.0からマイナス4.0と上
昇した。

○小売業の業況ＤＩは、前期マイナス55.4からマイナス47.9と
上昇した。

○サービス業の業況ＤＩは、前期マイナス46.2からマイナス
58.8と下降した。

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（26.7％）、製品ニーズの変化（16.7％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

《主な経営上の問題点》
大型店・中型店の進出による競争の激化（21.7％）、需要の停
滞（19.6％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

4.0 -28.0 -8.0

-44.9-57.2 -57.2

-45.1-46.2 -57.7

《主な経営上の問題点》
熟練技術者の確保難（25.0％）、従業員の確保難（16.7％）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ
いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする
企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（25.0％）、利用者ニーズの変化（22.9％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降

下 降

下 降 下 降

下 降

下 降

-45.9

下 降 下 降

下 降 下 降

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

人材の紹介、従業員の方々の
新しい職場を紹介・あっせんします

インターネットで最新の人材情報をどうぞ http:/ /www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内２-１４-１３ ダイタビル２Ｆ

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

経営者の皆様
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中小企業に関する相談
会社同士のトラブル、お客様とのトラブルや会社
経営に関する法律相談です。

あなたの会社は大丈夫？
人権に配慮した公正な採用選考ができていますか？

公正な採用選考を行うポイント☝

　適性や能力と関係ない「本人に責任のない事項」や「本来自由であるべ

き事項（思想・信条に関わること）」を応募者に質問したり、採用選考（応

募用紙等）に取り入れたりすることは、就職差別につながる恐れがあります。

①応募者に広く門戸を開く
②本人のもつ適正・能力のみを基準にして選考する

ひまわりほっとダイヤル

０５７０-００１-２４０
●相談時間：担当弁護士と相談　●相談方法：面談又は電話
●受付方法：電話にて受付　　　●相談費用：初回３０分間無料
※個人事業主の方もご相談可能です。

お問い合わせ  山梨県弁護士会
〒４００-００３２　甲府市中央１-８-７
 TEL：０５５-２３５-７２０２／FAX：０５５-２３５-７２０４

専用ダイヤル

お問い合わせ先：

山梨労働局職業安定課　０５５-２２５-２８５７
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　北杜市商工会では、新たな観光特産の開発を行うため、

市内の「食」と「観光」に携わる事業者や関連する団体、商

品開発やブランディングに関する専門家を交え「北杜ガ

ストロノミー推進委員会」を立ち上げた。

　同委員会では、地域資源の調査や市場分析などを行い、

企業研修や報奨旅行としての新たな可能性について検証

を行った。ツアーの中では「どんな体験をして、何を得る

のか」を最大のテーマに掲げ、３つのツアーコースを企画

した。昨年１０月２６日・２７日には、法人旅行に取り組む

企業・団体から２３名がモニターツアーに参加し、各コー

スに分かれて地域の食文化について学び、食べるなどの

体験を行った。

　１日目は、「自然」・「伝統」・「循

環」を意識した取り組みや考

え方、地域とのつながりについ

て学び、郷土料理や伝統野菜、
※ジビエツアーテーマに合わ

せたメニューを提供し、地域

事業者との交流を図った。

　２日目は、ツアーの継続的な

実施に向け、グループ形式に

よるワークショップを行い、参加者自らが体験して得た新

たな「気づき」や「学び」を共有することで、運営における

課題の抽出と改善策などについて意見を交換した。参加

者からは、「北杜市の環境の良さに驚いた」、「食に対する意

識レベルが高い」といった声が聞かれ、早速再訪の問い合

わせがあるなど、一定の評価を受けている。

　北杜市の「自然」、「伝統」、「循環」と企業研修としての新

たなニーズを結びつけたことで、観光特産としての魅力

を再確認し、コト・モノだけでなく、作り手の思いや、地

域とのつながりを発信するなど、引き続き地域全体の付

加価値創造に貢献していく。

※「ジビエ」とは山野を駆け巡った天然の食肉のこと。

北杜市商工会北杜市商工会北杜市商工会

食文化体験のモニターツアーを実施
～新たな観光特産の開発に取り組む～

　県内でも温暖で降水量も多くお茶の栽培に適している南部

町。この気候を活かし「南部茶」は地域の特産品となっています。

「茶摘」の歌詞、夏も近づく八十八夜～でも歌われているとおり、

春から夏へと季節が移り変わるこの時期に摘む一番茶（初摘み

茶）は新茶となり、お茶摘みの大変、忙しい時期となります。

今回、訪問させてもらった「まるわ茶園」さんも連日、朝はやく

からお茶づくりに励んでいるとの事でした。

　まるわ茶園さんは昭和４０年代にお茶づくりを始め、自然農

法の畑で栽培した茶葉を自家工場にて丁寧に製法しています。

また、自社で販売するお茶には一番茶だけを使用しており、全

国茶品評会３等取得、農林水産省関東農政局長賞、山梨県知事

賞など数多くの賞を受賞されています。

　１種類の茶葉から加工方法などを変える事により、煎茶、ほ

うじ茶、和風紅茶など様々な種類のお茶を生産しているとの事

でした。甘さや香りが口にひろがる、まるわ茶園一押しの「なご

み」、さっぱりとして飲みやすい「和紅茶」など一貫した社内製

法で高品質のお茶づくりがなされています。

　これから新茶の出回る時期と

なります。まるわ茶園さんの商品

は県内の道の駅や直売所（なん

ぶ・とよとみ・とみざわ・塩の華・

グリーンファーム八代）でも、お

求め頂けますので、ぜひご賞味く

ださい。　（調査員Ｎ＆Ｉ）

クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報

住　　所：〒４０９－２１０３
　　　　　南巨摩郡南部町万沢５７３４－１
Ｔ Ｅ Ｌ：０５５６－６７－３４５８
 F A X：０５５６－６７－３２４３
営業時間： ９：００～２１：００  
定 休 日：なし

まるわ茶園
まるわ茶園の一瀬さん夫妻あじさい祭り

～伝承文化が息づく
　　　　蒼き森と清流のまち～

南部の火祭り

白鳥山森林公園「恋人の聖地」

南部町南部町南部町
観光情報観光情報観光情報

たけのこまつり
（４月下旬）
あじさい祭り
（６月中旬）

南部の火祭り

白鳥山森林公園
（恋人の聖地）

町の名産タケノコが旬を迎える時期

に「たけのこまつり」が開催されます。

メイン会場のうつぶな公園には９０

種、約３万株ものアジサイが植えら

れています。

毎年８月１５日に行われる夏の一大風

物詩。「百八たい」が燃え上がると、

祭りはクライマックスを迎えます。

全国の観光地域の中からプロポーズ

にふさわしいロマンティックなス

ポットとして「恋人の聖地」に登録

され、Q Rコードをスキャンすると

「カップル証明書」が発行される銘盤

などが設置されています。

No.101

活発な意見交換が行われたワークショップ地域の食文化について研修ショップ


